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祝！府中駅誕生 100 年祝！府中駅誕生 100 年

京王電車が新宿と府中の間に開通したのは、1916 年

（大正 5）のことです。その時誕生した府中駅は、今

年 100 歳になります。この大きな節目に、京王電車

の開通を軸に、府中の近代を振り返ってみたいと思

います。

②甲武鉄道忌避伝説？②甲武鉄道忌避伝説？
　　

写真は、甲
こう

武
ぶ

鉄道が新宿・八王子間に開通した 1889

年に刊行された鉄道線路図です。右下の「新宿」か

ら左に向かって、「中野」「境」「国分寺」「立川」「八

王子」を結んだ太線が甲武鉄道です。府中など甲
こう

州
しゅう

街
かい

道
どう

沿いのマチには、この鉄道の開通にまつわる

「忌
き

避
ひ

伝説」があり、1974 年発行の『府中市史 下巻』

でも紹介されています。

「日本全国鉄道線路時刻および賃金表」のうち「鉄道線路の略図」（部分）





　このシリーズの 2 回目となる今回は、甲
こう

武
ぶ

鉄

道忌
き

避
ひ

伝説についてお話ししたいと思います。

　甲武鉄道（現 JR 中央線の一部）は、1889 年

（明治 22）に新宿～八王子間に開通しました。こ

の開通について、府中などの甲
こう

州
しゅう

街
かい

道
どう

沿いのマ

チには「甲武鉄道を街道沿いに敷
ふ

設
せつ

する計画があ

り、それに反対したので路線が変更された」とい

う話が伝わっています。これは一時期定説となっ

ていましたが、最近は懐
かい

疑
ぎ

的
てき

な意見が主流となっ

ています。

　甲武鉄道の歴史は、甲武馬車鉄道の名前で新宿

～羽村を結ぶルートを出願した、1884 年（明治

17）に始まります。途中、和田（杉並区）、関
せき

前
まえ

（武蔵野市）、小金井、砂川（立川市）、福
ふっ

生
さ

を経

て羽村に至る計画でした。翌年、砂川までの経路

を、新宿～田端（杉並区）～吉祥寺（武蔵野市）

～関前～上
かみ

保
ほう

谷
や

新田（西東京市）～小川（小平市）

とし、その先は羽村ではなく八王子へ向かうルー

トに変更しました。八王子までは、福島（昭島市）

から多摩川を渡り、石川（八王子市）を経て浅川

を渡り、八王子に至るというものでした。この

ルートで 1886 年に免許を取得し、その直後に動

力を馬から蒸気に変更したのです。

　その後、鉄道局の技師による測量を経て、建設

許可がおりたのは開通前年の 1888 年のことでし

た。しかしこのルートは、新宿から中野、境（武

蔵野市）、国分寺、立川を経て八王子へ至るもの

で、1886 年の免許時とまったく異なるものとなっ

ていました。

　このように、出願書類をもとに甲武鉄道の開通

を見ていくと、敷設ルートが甲州街道寄りに計画

されたことはありません。つまり、それに対する

反対運動は起こり得ないことになります。

　もっとも、甲州街道沿いへの敷設が検討され、

水面下での交渉があった可能性は残っています。

その結果、承諾が得られず計画を断念したという

ことはあるかもしれません。

　しかし、当時の鉄道が生産地と消費地を結ぶこ

とにに主眼をおいていたこと考えれば、勾
こう

配
ばい

や曲

線を避けて一直線に鉄道を通すのは利にかなっ

ています。また、武蔵野の原野に敷設すれば土地

の買収費用も安くなりますので、甲武鉄道の開通

ルートが代替えによるものだとは考えづらいの

です。

　それでは何故、府中をはじめとする甲州街道沿

いの場所に、甲武鉄道敷設反対に関する話が伝

わっているのでしょうか？ 

　馬車や汽車が走れば、人や荷物が素通りし、江

戸時代の宿
しゅく

場
ば

町
まち

などは経済的な打撃を受けるこ

とになります。1872 年に、東京から八王子まで

甲州街道を走る馬車営業が許可された際には、内
ない

藤
とう

新
しん

宿
じゅく

（新宿区）から旅
は た ご

籠屋
や

や運送業が衰退す

ると懸
け

念
ねん

が示されています。馬車や鉄道に対する

同様の懸念は、いろんな場所で幾度もあったと思

われ、府中も例外ではなかったでしょう。

　『武蔵府中叢
そう

書
しょ

 12　府中市歴史年表』（1981 年

府中市）には、1888 年に府中と調布で甲武鉄道

敷設の反対があったと記されています。これは甲

武鉄道の建設が認められた年で、この鉄道が開通

すれば、新宿～八王子間の甲州街道沿いのマチが

衰退するのは目に見えています。そのように考え

ると、甲武鉄道敷設への反対があっても不思議で

はないのです。

　しかし、それは敷設自体への反対であり、甲州

街道沿いに敷くことへの反対ではありません。ゆ

えに、その反対により甲武鉄道の開通ルートが変

更になったという事実もないと考えます。あくま

でも仮説ですが、先に紹介したような甲州街道沿

いの馬車営業などへの反対が甲武鉄道と混同さ

れ、そこに「反対によるルート変更」という尾ひ

れがついたのではないでしょうか。    (花木知子)甲武鉄道の出願・開通ルート概念図
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 今回は、分
ぶ

倍
ばい

河
が

原
わら

駅北側の発掘現場から出土した、鉄
てっ

鉢
ぱつ

形の緑
りょく

釉
ゆう

陶
とう

器
き

を紹介します。この緑釉陶器は、平安時代の竪
たて

穴
あな

建物に堆
たい

積
せき

した土の中から、破片が出土しました。

　鉄鉢とは、僧
そう

侶
りょ

が托
たく

鉢
はつ

の修行で食物を受け取るための金属製の

器です。形は、背が低く底が丸底や尖
せん

底
てい

のものが多く、口
こう

縁
えん

にむ

かって内
ない

湾
わん

しているのが特徴です。金属器のほかに土器や施
せ

釉
ゆう

陶

器で形を模
も

したものも作られました。武
む さ し

蔵国
こく

府
ふ

跡の調査ではこれ

までに３点出土していますが、すべて須
す

恵
え

器
き

のものでした。

　緑釉陶器は、光沢のある緑色を出すために高度な技術が必要な

ため、高級品と考えられています。東海・近畿地方で生産された

ものが、武蔵国府に搬入されていました。武蔵国府跡では、椀
わん

や

皿、小
しょう

瓶
へい

・香
こう

炉
ろ

・唾
だ

壺
こ

など多様な緑釉陶器が約 370 点も出土し

ていますが、鉄鉢形は初めての発見で、関東でもあまり例を見な

い希少なものです。

　出土した破片を実測したところ、口縁の直径が 27.2cm、高さ

が推定 12cm、底部が丸底の大形品であることがわかりました。

釉
ゆう

薬
やく

は内外面に施され、全体が萌
もえ

黄
ぎ

色
いろ

に発色したたいへん美しい

器です。内面には磨
ま

耗
もう

がほとんどないことから、托鉢の器ではな

く、仏前に供
く

物
もつ

を盛る器として使われたものと考えられます。

　鉄鉢形の製品は、全国的にも寺院跡や集落から仏教関連遺物と

ともに出土する事例が多く見られます。しかし、今回出土した調

査地区の近くには、今のところ仏教関連の遺
い

構
こう

や遺物は見つかっ

ていません。

　また、今回の出土地点は、東
とう

山
さん

道
どう

武
む さ し

蔵路
みち

と国
こく

衙
が

北辺への推定道

路が古多摩川と交わる交通の要地であり、他国から武蔵国衙へ向

かう通過点といった場所です。そこには、一辺が 98 ｍもある区

画溝が存在し、ここに官
かん

衙
が

（役所）的な施設があったと推測され

ています。これらの点から、この鉄鉢形の緑釉陶器は、移動の途

中で廃棄されたものか、官衙施設に関わりのある役人が所有して

いたものか、などと想像することができます。いずれにせよ、こ

のような希少な製品が遠方より運び込まれたことは、武蔵国の中

心である国府のマチならではといえるでしょう。

鉄鉢形緑釉陶器の出土地の周辺図

出土した鉄鉢形の緑釉陶器の実測図

0 10cm5

〈参考〉
府中町 1 丁目出土の鉄鉢形須恵器





飯盛旅籠をめぐる訴訟

　 はじめに
江戸時代の宿

しゅく

場
ば

には、公用の人や荷物を隣の

宿場まで運ぶための人馬を、無賃、もしくは低賃

金で提供することが義務付けられていました。こ

れを伝
てん

馬
ま

役
やく

といい、その助成の一環として宿場に

許可されたのが、今回お話しする飯
めし

盛
もり

旅
は た ご

籠の営業

です。

飯盛旅籠とは、旅人への給仕を名目に、飯盛

女といわれる遊
ゆう

女
じょ

を置いた旅籠屋のことです。集

客の効果を期待し、飯盛女の数が増えていったこ

とから、享
きょう

保
ほう

3 年（1718）の法令で 1 軒あたり

2 人までと定められました。

 府中宿における飯盛旅籠の開業
府中宿は、本

ほん

町
まち

（現 本町）・番
ばん

場
ば

宿
じゅく

（現 宮
みや

西
にし

町
ちょう

）・

新
しん

宿
しゅく

（現 宮
みや

町
まち

）の 3 か村で構成され、これらの

村が交代で伝馬役をつとめていました。

府中宿における飯盛旅籠の先
さき

駆
が

けは、安
あん

永
えい

6

年（1777）に新宿で開業した「東
あずま

屋」です。主

人の甚蔵は、この時大
おお

丸
まる

村（現 稲城市）から移

住してきたといいます。

もっとも、この年まで府中宿に飯盛旅籠がな

かったわけではないようです。甲
か

斐
いの

国
くに

（現 山梨県）

が幕府領となる享保 9 年以前、柳沢吉
よし

里
さと

が甲府

城主の際は交通量も多く、新宿の旅籠屋でも飯盛

女を抱えていたと記した史料が残っています。そ

の後、宿泊客の減少により廃止されたようですの

で、「東屋」は飯盛旅籠再興の先駆けと言った方

が良いかもしれません。

「東屋」の開業と同じ年、太左衛門という人物

が「倉田屋」を開業し、新宿の飯盛旅籠は、2 軒

になりました。

 本町・番場宿からの訴訟
それから 9 年後の天

てん

明
めい

6 年（1786）、飯盛旅籠

の営業について、本町と番場宿の人々が、甚蔵と

太左衛門、および新宿の名主・七右衛門を代官所

に訴えるという事件が起きました。

訴状によると、本町・番場宿の主張は次のよ

うなものです。

① 宿内や近村の者には飯盛旅籠を利用させな

いという約定に背き、本町・番場宿の若者

を遊ばせている。

②毎年 6 両 1 分を宿益金として納めることに

ＮＯＴＥ 花木 知子

天明 6年の飯盛旅籠の廃止を求める訴状の写し　「新宿 菊池家文書」





の若者を遊ばせないなど、再度申合せが取り交わ

されました。

　 ところが、今度は…。
　それから、11 年後の寛

かん

政
せい

11 年（1799）、今度

は七右衛門と甚蔵が、番場宿の覚右衛門や名主の

次郎左衛門を訴えています。新宿に相談なく、番

場宿で覚右衛門が飯盛旅籠を開業したことに対

する訴訟です。途中、覚右衛門が宿泊客に華美な

夜着を与えたという追訴により、代官所から役人

が派遣される一
ひと

幕
まく

もありました。この訴訟は間も

なく、本町の名主・三郎右衛門が仲裁に入り、示

談が成立しました。番場宿側から新宿側に詫
わ

び状

を出し、番場宿の飯盛旅籠は覚右衛門の 1 軒に

限り、以後ほかに営業を願う者が出た場合は、新

宿の名主・旅籠屋と熟談した上とすることを取り

決めました。

この時仲裁をつとめた本町の名主・三郎右衛

門ですが、18 年後の文
ぶん

化
か

14 年（1817）、息子の

虎次郎名義で経営していた飯盛旅籠をめぐる訴

訟に巻き込まれます。ここで抱えていた飯盛女の

「そめ」が、内藤新田（現 国分寺市）の百姓重兵

衛方に、息子の平次郎と夫婦の約束をしたと押し

掛けたのです。重兵衛が平次郎と逢わせることは

できないと断ったところ、なんと懐
ふところ

から剃
かみ

刀
そり

を

取り出し、自身の髪をバッサリと切ってしまいま

した。重兵衛は三郎右衛門に「そめ」の引取りを

頼みましたが、こんな髪の女性は飯盛女として雇

えないと拒否されてしまいます。このため重兵衛

は、三郎右衛門が「そめ」と共謀して金
きん

子
す

を掠
かす

め

取ろうとしていると代官所に訴え出たのです。約

2 か月後には示談が成立しましたが、この一件で

出費が嵩
かさ

んだ三郎右衛門は、その後土地と屋敷を

手放して、他所に移ることになりました。

　 おわりに
ここまで、府中宿の飯盛旅籠をめぐる訴訟につ

いて紹介してきました。飯盛旅籠は、府中宿の歴

史を解明する際のキーワードのひとつですが、そ

の実態はほとんど分かっていません。経営者は店
たな

借
が

りが多い…とか、府中で雇われている飯盛女の

出身地の多くは江戸である…とか、関
かん

東
とう

取
とり

締
しまり

出
しゅつ

役
やく

が府中宿に滞在する際に、しばしば飯盛旅籠を

利用している…とか、いろいろ気になることはあ

るのですが、それは今後の課題として、もう少し

調査を進めていきたいと思います。

　　なっていたが、数年しか納入していない。

③ 1 軒 2 人と定められているにもかかわらず、

　　飯盛女を大勢抱えている。　　　　　　　　

以上のことから、飯盛旅籠の営業をやめさせ

てほしいというのです。

　 新宿側の反論
これに対して訴えられた新宿側は、宿場の助

成になると、本町・番場宿も了承した上での開業

だと、全面的に対抗します。そして、①について

は約定に背いたことはないと否定、②については

営業状況によって半額になったり不足したりし

た年はあるが、1 年たりとも不納はないと、同じ

く否定しています。ところが、③については「ほ

かの旅籠屋に飯盛女を貸し出す約束で開業した

ので、多くの人数を抱えている」と、言い訳にし

ては、やや苦しい返答をしています。

ちなみに、この 1 軒 2 人の法令ですが、厳密

に守られてはいなかったようです。例えば、文
ぶん

政
せい

4 年（1821）の府中宿の「宿
しゅく

明
めい

細
さい

」を見ると、

飯盛旅籠 5 軒に対して飯盛女は 25 人となってい

ます。超過分の 15 人は「月雇い」とありますが、

十
じっ

中
ちゅう

八
はっ

九
く

方
ほう

便
べん

でしょう。しかし、公
おおやけ

の書類であ

る「宿明細」に堂々と記しているのですから、短

期雇用であれば代官所が超過を認めていたこと

になります。このほか、飯盛女を養女としてしま

うなど、さまざまな抜け道があったようです。

閑
かん

話
わ

休
きゅう

題
だい

。新宿では、上記のような主張の後、

甚蔵も太左衛門も土地を所有していないけれど

も、屋敷にかかる伝馬役を負担しているとし、飯

盛旅籠でなくなれば宿泊客が減少し、伝馬役がつ

とめられなくなると、存続を願っています。そし

て、本町と番場宿の住人が大勢で訴訟を起こした

ことに対して、当時禁止されていた「徒
と

党
とう

」のよ

うだと、反撃しているのです。

　 訴訟の結果
　さて、この訴訟に対する代官所の判決は、天明

8 年に出されています。その内容は、本町・番場

宿からの飯盛旅籠廃止の要望は却下、宿益金につ

いては当事者同士の取決めなので、代官所は裁定

できない、というものでした。これだけ聞くと新

宿側の勝訴のように思えますが、飯盛女を過人数

雇っていたことは、処罰の対象となりました。甚

蔵・太左衛門は過
か

料
りょう

（罰金）銭
ぜに

3 貫
かん

文
もん

を命じられ、

七右衛門は厳重注意をうけています。また、宿内
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　府中の南端を東西に流れる多摩川は、後退する

東京の自然を踏
ふ

み留
とど

める唯
ゆ

一
いつ

無
む

二
に

の環境である

と同時に、都市生活に深く関わるという最大の特

徴を併
あわ

せ持っています。川の水は都市の地上 ･ 地

下を縦
じゅう

横
おう

無
む

尽
じん

に流れ、生活排水として再び川に

戻されます。これにより、1970 年代初頭に多摩

川は一時的に死の川になりました。アユも泳いだ

清流はすっかり汚
お

染
せん

され、魚はもちろん野鳥まで

もが多摩川から撤
てっ

退
たい

していったのです。その後の

下水道政策がこの危機を救い、多摩川の水質は回

復して魚も鳥も戻ってきたわけですが ････。

　府中の大
おお

丸
まる

堰
ぜき

では、羽を休めるサギの仲間が観

察でき、スラッと伸びた姿勢に体
たい

表
ひょう

の白色が太

陽光を反射して眩
まぶ

しく感じられます。と、これに

混じって反対に黒い衣装をまとったサギに似た

大型の集団に気付きます。汚染以前の多摩川には

見られなかった鳥・カワウです。全長は約 80cm、

翼
よく

開
かい

長
ちょう

で約 135cm、体重が 2kg 前後と、かなり

大型の鳥です。かつてアユの漁場として名を馳
は

せ

た時代の多摩川では鵜
う

飼
かい

も行われていましたが、

この時のウはウミウであり、このカワウではあり

ません。カワウは、大きさ、色ともにウミウに似

ていますが、背や翼にやや褐色があり、くちばし

の基
き

部
ぶ

の黄色い口
こう

角
かく

部分には丸みがあります。雌
し

雄
ゆう

同
どう

色
しょく

で、全体に黒い羽色ですが、繁
はん

殖
しょく

期
き

には

婚
こん

姻
いん

色
しょく

として頭部が白くなり、腰の両側に白
はく

斑
はん

も出ます。堰の上に並んでじっとしているカワウ

は度々見られますが、翼を日光や風にあてて乾燥

させているとこ

ろです。通常水

鳥は体から分
ぶん

泌
ぴつ

する油を羽
う

毛
もう

に

擦
す

りつけ、水は

けを良くしてい

ますが、ウの仲

間はこの油が少

ないので、長い時間こうして岩や堰の上に立って

いるわけです。激しい夕立に打たれたカワウが、

全身が重くなり、つい市街地の歩道橋に着地する

場面に遭
そう

遇
ぐう

することもあります。

　さて、このカワウですが、旧大陸からオセアニ

ア、一部は北米まで広く分布し、戦前は本州以南

の全土で普通に生息していました。現在は国内で

の営
えい

巣
そう

地
ち

は 10 か所足らず、内２か所が東京の上

野不
しの

忍
ばずの

池
いけ

( 台東区 ) と浜
はま

離
り

宮
きゅう

恩
おん

賜
し

庭園 ( 中央区 )

にあります。秋から長い時期にわたって繁殖が継

続するため個体数が増えていきました。都会の真

ん中に営巣地があることで東京の空には多くのカ

ワウが飛び、自然度の高い都市をアピールします。

　一方で、カワウにはマイナスイメージが付きま

といます。形態や体色から受ける部分もあります

が、一つは彼らの糞
ふん

が樹木を枯
こ

死
し

させる点です。

石灰のように真っ白な糞が、ペンキを被
かぶ

ったよう

に営巣地周辺の林を染め、糞がこびりついた樹木

はやがて呼吸困難に陥
おちい

ってしまうのです。かつ

ては良質の肥
ひ

料
りょう

として集められたこともありま

したが、もはやそのような価値はありません。

　そしてもう一点は、増えたカワウが多摩川など

で小魚を食べあさることです。東京のカワウは営

巣地周辺では十分に餌
えさ

がとれず、毎日いくつかの

集団に分かれて都内や近県の水場へ餌
えさ

を求めて

飛び立ちます。この目的地の一つが多摩川であ

り、環境悪化から立ち直った後の 1984 年頃から

急速に飛来数が増加しました。一時は何百羽もの

群れで訪れたようです。元来大
たい

食
しょく

漢
かん

のカワウが、

連日大
たい

挙
きょ

して押しかけるわけですから、コイ ･ フ

ナ ･ ウグイなどを食べまくります。釣
ちょう

果
か

が上が

らず釣り客が減り、遊
ゆう

漁
ぎょ

料
りょう

は半減、この収入を

当て込んで毎年アユを大量に放流していた漁
ぎょ

協
きょう

の事業にも影響が及びました。2007 年には、環

境省が鳥
ちょう

獣
じゅう

保護法に基づく狩
しゅ

猟
りょう

対象としたもの

の、羽毛などの利用価値は少なく、狩猟による個

体数の減少はあまり見込めそうもありません。

　水環境を取り戻した多摩川に展開する生態系

には変化が伴いました。魚が戻って来たタイミン

グが、都会に増えたカワウに最適な餌場を提供し

たのです。人間は環境を再生できても、生態系ま

では制
せい

御
ぎょ

不
ふ

能
のう

であることを多摩川の新
しん

参
ざん

者
もの

･ カワ

ウが教えてくれました。　　　　　　（中村武史）

②ー黒衣の軍団ー
 カワウ

たたまま
ががわわ 野鳥セレクション野鳥セレクション

堰の上は日光浴に最適





　明明
めいめ い

治治
じじ

維維
いい

新新
しんし ん

以降、さまざまな外国の文化が流入以降、さまざまな外国の文化が流入

し、それまで根付いていたくらしも大きく変化しし、それまで根付いていたくらしも大きく変化し

ていきました。そして新たな道具類が次々とつくていきました。そして新たな道具類が次々とつく

られ、人々のくらしがより便利になるような工夫られ、人々のくらしがより便利になるような工夫

がなされてきました。がなされてきました。

　くらしの道具は、もとは手作りで、作り手によ　くらしの道具は、もとは手作りで、作り手によ

る個人差や地域差があるのが普通でした。しかる個人差や地域差があるのが普通でした。しか

し、し、徐徐
じょじ ょ

々々
じ ょじ ょ

に工場でつくられる製品が多くなりましに工場でつくられる製品が多くなりまし

た。その結果、大量生産で工場でつくられる製品た。その結果、大量生産で工場でつくられる製品

も種類が増え、安く手に入るものから、も種類が増え、安く手に入るものから、贅贅
ぜいぜ い

をを凝凝
ここ

らら

した高級なものまで、さまざまなものが登場しました高級なものまで、さまざまなものが登場しま

した。した。

　　1989 年に元
げん

号
ごう

がわり、64 年まで続いた昭和が昭和が

終わりました。それからはじまった平成も間もな終わりました。それからはじまった平成も間もな

く 30 年になろうとしています。明治時代は、すく 30 年になろうとしています。明治時代は、す

でに 100 年以上前です。こうした時間の流れのでに 100 年以上前です。こうした時間の流れの

なかでも、人びとのくらしは変化し続け、道具類なかでも、人びとのくらしは変化し続け、道具類

も変化し続けました。私たちが「ちょっとむかし」も変化し続けました。私たちが「ちょっとむかし」

と考えてしまう数十年前のくらしでさえ、なつかと考えてしまう数十年前のくらしでさえ、なつか

しい、と思える人と、まったく知らずにかえってしい、と思える人と、まったく知らずにかえって

新鮮に感じる人がいます。そして、博物館に「府新鮮に感じる人がいます。そして、博物館に「府

中のむかし」を学びにくる子ども達は、当然なが中のむかし」を学びにくる子ども達は、当然なが

ら、昭和以前を知らない世代となっています。ら、昭和以前を知らない世代となっています。

　郷土の森博物館には、市民の皆さんから寄贈を　郷土の森博物館には、市民の皆さんから寄贈を

受けた、いまからちょっとむかしにごく当たり前受けた、いまからちょっとむかしにごく当たり前

につかわれていた道具類がたくさん収蔵されてにつかわれていた道具類がたくさん収蔵されて

います。常設展示室にも展示していますが、それいます。常設展示室にも展示していますが、それ

はぼう大に収蔵しているうちの、ごく一部にすぎはぼう大に収蔵しているうちの、ごく一部にすぎ

ません。ません。

　そこで今回は、ちょっとむかしにつかわれてき　そこで今回は、ちょっとむかしにつかわれてき

た道具類の変遷やつかい方を、収蔵資料を通してた道具類の変遷やつかい方を、収蔵資料を通して

振り返ります。常設展示室「変わりゆく府中」の振り返ります。常設展示室「変わりゆく府中」の

なかの、むかしのくらしを紹介するコーナーとあなかの、むかしのくらしを紹介するコーナーとあ

わせてお楽しみください。 わせてお楽しみください。 (( 佐藤智敬 ))

会場：本館 2階企画展示室会場：本館 2階企画展示室

展示会案内

観覧：無料観覧：無料

ちょっとむかしのくらしちょっとむかしのくらし

11/12（土11/12（土））～ 3/31（金）～ 3/31（金）

企画展企画展

ローラーで洗濯物を絞る、脱水槽ができる以前の
洗濯機。1950年代頃主流だった生活家電のひとつ。

井戸水をつかい、洗濯板とタライで洗濯。

カマドにハガマをのせごはんを炊く。





際には、水の配分を制限する「番
ばん

水
すい

」が行われ

ました。さらに、渇水時期には各地で雨
あま

乞
ご

いの

祭礼が行われたこともありました。「県居井蛙

録」には、こうした用水路と水田に関連するこ

とが毎年数多く記されています。

　一例として文化 9 年（1812）の記録を見て

いくと、4 月 2 日に四谷用水から苗
なわ

代
しろ

に水を入

れ、28 日に田
た

麦
むぎ

を刈り始めています。5 月 13

日より田植えがはじまるので、それより前に田

には水がはられていました。田植え終了は 23

日です。しかし 27 日、本宿用水の水が切れた

ため翌 28 日から本宿用水の番

水を行ったとあります。その後

6 月は日照りが続き、番水が何

度も行われましたが、水が足り

なかったようで、18 日には七ヶ

村用水から本宿用水に水をも

らって引いた、とあります。そ

れからしばらく雨は降らず、つ

いに 23 日には雨乞いが行われ

ました。雨乞いの効果は即
そく

座
ざ

に

あり、なんとその日の夜には雨

が降ったというから驚
おどろ

きです。そしてそれから

しばらくは雨の日が続きました。

　こうした用水路をめぐる人々の動きは、現在

もあまりかわりません。水田稲作にとって、水

の有無は死活問題です。渇水による番水もあり

得ます。渇水のみならず、台風などの増
ぞう

水
すい

によ

り水害（記録では「大
おお

水
みず

」）となる可能性もあり、

その場合は水門を閉めるなど対策が必要です。

　府中市内には、暗
あん

渠
きょ

で見えないところが増え

ましたが、いまでも多くの用水路があります。

水田や用水路の水対策は、技術こそ進みました

が、基本的考え方は「県居井蛙録」の記された

江戸時代より前から確立しており、それが今日

まで継承されているといえるでしょう。

　　（佐藤智敬）

※ 

あ
る
む
ぜ
お　

イ
タ
リ
ア
語
で
【
博
物
館
で
】【
博
物
館
に
て
】
の
意

府中市郷土の森博物館だより〈あるむぜお〉No.117  発行日  2016/9/20　　　    
〒  東京都府中市南町 　TEL 

　内藤家のある小
お

野
のの

宮
みや

（住吉町）は、「ハケ」

と呼ばれる、府中を東西に走る段
だん

丘
きゅう

崖
がい

の下（通

称ハケ下）に位置しています。ハケ下は、多摩

川に面した低地で、古くから水
すい

田
でん

稲
いな

作
さく

がさかん

に行われていました。

　稲作で重要になるのが水の確

保です。稲は水を好むため、田

植えから稲刈り直前にいたるま

で、田には水がなくてはなりま

せん。そのため、水田周辺には

多くの用
よう

水
すい

路
ろ

がはりめぐらされ

ていました。

　用水路で現在でもよく知られ

ているのは、現在の国立市青
あお

柳
やぎ

からはじまり、府中市域を西か

ら東に流れる府中用水（七
なな

ヶ
か

村
そん

用水）です。小野宮では、府中用水にも関係

していたようですが、「県居井蛙録」には四
よつ

谷
や

用水、本
ほん

宿
しゅく

用水の名前の方が頻
ひん

繁
ぱん

に登場しま

す。府中市域には、府中用水とは別に、多摩川

からの取
しゅ

水
すい

口
こう

を持つ用水路が複数あります。そ

の代表的なものが本宿用水、四谷用水です。も

ちろんこれらの用水は独立した流れになって

いたわけではなく、すべての水田への配水のた

め、府中用水やその他の水路が支
し

流
りゅう

によって

離
り

合
ごう

集
しゅう

散
さん

する、網
あみ

の目のような構造でした。

　良い米を収
しゅう

穫
かく

するために行う水路清掃や水

門管理などは、日常生活の一大事でした。それ

だけではありません。ダムのない江戸時代に

は、取水元である多摩川が渇
かっ

水
すい

となり、水が思

うように引けないこともありました。そうした

 『県居井蛙録』にみる
 江戸時代の庶民の生活連載

『県
あがた

居
い

井
せい

蛙
あ

録
ろく

』は、住
すみ

吉
よし

町
ちょう

の旧家・内藤治
じ

右
え も ん

衛門家

に残されていた、享
きょう

和
わ

2 年（1802）から天
てん

保
ぽう

7 年

（1836）にいたる日々の記録です。4代当主重
しげ

喬
たか

と 5

代当主重
しげ

英
ひで

によって著
あらわ

されたこの史料には、当時の

庶民の生活に関わるさまざまな出来事が記されてい

ます。本コーナーでは、毎回テーマを決めてその内

容を紹介します。

⑥稲作と用水路

市内水田の用水路（2016 年現在）
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